
◆経　　歴

昭和41年 4月 愛知大学教養部講師（専任）（フランス語担当）

昭和43年 4月 愛知大学教養部助教授

昭和48年 7月 フランス（モンペリエ大学，ソルボンヌ等）にて海外研修（昭和50年9月まで）

昭和54年 4月 愛知大学教養部教授

昭和56年 4月 愛知大学外国語研究室運営委員長（昭和 57年 4月文学部移籍のため解職）

昭和57年 4月 愛知大学文学部教授（フランス文学担当）

昭和60年12月 愛知大学図書館長・評議員（昭和 62年 12月まで）

平成元年 4月 愛知大学文学部長，学校法人愛知大学理事・評議員（平成 5年 3月まで）

平成 3 年 1月 文部省教員組織審査　愛知大学大学院文学研究科欧米文化専攻・M合教授

（「欧米文学研究Ⅱ」「欧米文学Ⅱ演習」担当）

平成 6 年 1月 文部省教員組織審査　愛知大学大学院文学研究科欧米文化専攻・D合教授

（「欧米文化特殊研究Ⅴ」担当)

平成 6 年 4月 フランス（パリ第 10大学）にて海外研修（平成 7年 3月まで）

平成14年 4月 愛知大学豊橋校舎学生部委員長（ 平成 15年 11月まで）

尾崎昭美教授



（著書）

1 . セーヌ左岸（パリの文学と芸術を歩く）

2 . セーヌ右岸（パリの文学と芸術を歩く）

（学術論文）

1 . フランソワ・モーリァックの小説における動物と
植物　Ⅰ

2 . フランソワ・モーリァックの小説における動物と
植物　Ⅱ

3 . フランソワ・モーリァックの小説における動物と
植物　Ⅲ

4 . フランソワ・モーリァックの小説における動物と
植物　Ⅳ

5 . アポリネールとライン地方

6 . ライン時代のアポリネール

7 . フランス語の綴字と発音―ある統計―

8 . アポリネールの青春

　―リヴィエラよりスタヴロへ―

9 . アポリネールの青春（Ⅱ）

　―その作品とスタヴロ―

10. アポリネールの青春（Ⅱ）

　―その作品とスタヴロ（承前）―

11. アポリネールの「地帯」を読む（Ⅰ）

12. アポリネールの「地帯」を読む（Ⅱ）

13. Le Clézio の《Peuple du cíel》における感覚的表現
について

14. ル・クレジオの小説『オニチャ』を読む

15. 詩における朝

16. モーリアックの小説における動物と植物Ⅴ

17. 詩における朝（承前）

18. 百年戦争時代及びその前後の諸王・諸公

単著 昭和51年 4月 駸々堂

単著 昭和52年10月 駸々堂

単著 昭和41年12月 『文学論叢』第 33・34合併輯　愛知大学

文学会

単著 昭和43年 1月 『文学論叢』第 35輯　愛知大学文学会

単著 昭和45年 1月 『文学論叢』第 41輯　愛知大学文学会

単著 昭和47年 3月 『文学論叢』第 47輯　愛知大学文学会

単著 昭和51年11月 『文学論叢』第56・57輯　愛知大学文学会

単著 昭和52年 8月 『ふらんす』誌

　　　～ 9月

単著 昭和53年 3月 『外国語研究室報』第2号　愛知大学外国

語研究室

単著 昭和54年 7月 『文学論叢』第 62輯　愛知大学文学会

単著 昭和60年12月 『文学論叢』第 80輯　愛知大学文学会

単著 昭和61年11月 『文学論叢』第82・83輯　愛知大学文学会

単著 昭和62年12月 『文学論叢』第 86輯　愛知大学文学会

単著 昭和63年12月 『文学論叢』第 89輯　愛知大学文学会

単著 平成 3年 3月 『河盛好蔵先生米寿記念論文集』白水社

単著 平成11年 3月 『法制と文化』　愛知大学文学会

単著 平成14年 3月 『PLEU-PLEU ⅩⅢ』　愛知大学フランス

25日 文学会

単著 平成15年 2月 『文学論叢』第 127輯　愛知大学文学会

単著 平成15年 3月 『PLEU-PLEU ⅩⅣ』　愛知大学フランス

文学会

単著 平成15年 9月 『言語と文化』　第9号　愛知大学語学教

育研究室
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（編集・解説）

1 .「河盛好蔵随想選第 4巻」編集・解説

2 .「河盛好蔵随想選第 5巻」編集・解説

（学会発表）

1 . ライン地方とアポリネール

（翻訳）

1 . J. -M, PELT著『フローラの十二ヶ月』

2 . J. -M, PELT著『自然をとり戻す人間』

（その他）

1 .『聖ヨハネの火を見る』

2 . PLEU-PLEU第 10号発刊に寄せて（巻頭の辞）

3 . フランス語学習のすすめ

単著 平成 3年 5月 新潮社

単著 平成 3年 6月 新潮社

単著 昭和51年 5月 日本フランス語フランス文学会中部支部

大会

単独 平成 9年 9月 工作舎

単独 平成10年 9月 工作舎

単著 平成 6年10月 『LLニュース』No.10　愛知大学外国語研

究室

単著 平成11年 3月 『PLEU-PLEU X』　愛知大学フランス文

学会

単著 平成11年 4月 『LLニュース』No.19　愛知大学豊橋語学

教育研究室

著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別
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◆経　　歴

昭和40年 4月 愛知県立時習館高等学校教諭（昭和 60年 3月まで）

昭和56年 7月 南山大学文学部英語科教科教育法非常勤講師（昭和 63年 8月まで）

昭和58年 7月 Sophia University Seminar for High School Teachers 講師（昭和60年8月まで）

昭和60年 4月 愛知教育センター教科研究部・教育情報部研究指導主事（昭和62年3月まで）

昭和62年 4月 愛知県総務部青少年婦人室主幹（平成元年 3まで）

平成元 年 4月 愛知県立豊橋西高等学校教頭（平成 5年 3月まで）

平成 5 年 4月 国立京都工芸繊維大学繊維学部教授（平成 9年 3月まで）

平成 9 年 4月 愛知大学教養部教授（平成10年3月まで），国立豊橋技術科学大学非常勤講師

（現在に至る）

平成10年 4月 愛知大学法学部教授（現在に至る）

平成14年 4月 愛知大学大学院国際コミュニケーション研究科教授

平尾節子教授



（著書）

1 . JAPAN AND NEWZEALAND

2 . OUTLINE OF EDUCATION IN AICHI

PREFECTURE JAPAN

3 . 文部省検定  教科書高等学校  外国語  英語Ⅱ
FRESH ENGLISH II Unit One Unit Two

4 . 英語のリスニング・ストラテジー

　Skills to Become a Better Listener

5 .『ことばを考える』ヨーロッパ連合における言語
教育

6 .『「先進国」の外国語教育』EU（ヨーロッパ連合）

7 . 英語のリスニングストラテジー

　国際コミュニケーションのための実践演習

（学術論文）

1 . ニューメディアの教育利用に関する研究

2 . 学校教育におけるニューメディアの研究

3 . 高等学校生徒の学力に関する研究（英語）

4 . 授業内完全定着をめざす英語学習指導法改善に
関する研究

5 . 京都工芸繊維大学における英語教育改革

　―発信型英語教育と異文化理解へのアプローチ―

6 . Strategies for Inter-Cultural Communication

―Program for English Communication and

Cross-Cultural Studies―

7 . A Study on Communicative Approach to

University English Teaching

―The Impact of Debates & Listening

Comprehension Activities―

8 . A Study on Inter-Cultural Communication in

Teaching English as a Foreign Language

9 . アメリカ英語・イギリス英語とコミュニケーション

共著 平成 3年 開拓社

共著 平成 8年 The Overseas Educational Society

共著 平成 8年 2月 第一学習社

共著 平成13年 3月 金星堂

共著 平成13年 5月 あるむ社

共著 平成14年 3月 大学英語教育学会

共著 平成14年 9月 金星堂

共著 昭和61年 『愛知県教育センター研究紀要』76

共著 昭和62年 昭和61年度（第12回）「松下財団視聴覚教

育研究論文」12

共著 昭和62年 『愛知県教育センター紀要』

単著 昭和62年 『愛知県教育センター紀要』77

単著 平成 6年 京都工芸繊維大学公開講座出版

単著 平成 7年 『京都工芸繊維大学学術報告』第 19巻

単著 平成 8年 3月 『京都工芸繊維大学学術報告』第 20巻

単著 平成 9年 3月 『京都工芸繊維大学学術報告』第 21巻

単著 平成 9年 3月 京都工芸繊維大学公開講座出版
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10. Strategies for Listening Comprehension in English

Language Teaching

―Why is Japan’s TOEFL Score the Lowest in

Asia?―

11. Intercultural Communication in English Education

as a Foreign Language

　―A Case Study: Reading University Seminar―

12. ヨーロッパ連合（EU）統合に向けての外国語教育
と異文化間コミュニケーション

　―フィンランドにおける教育改革―

13. ヨーロッパ連合（ＥＵ）統合に向けての外国語教育
と異文化間コミュニケーション

　―ポーランドにおける教育改革―

14. A Study on English for Academic Purposes

　―Strategies for Giving Presentation―

15. Educational Reform in Canada

―Language Education Policy in British

Columbia―

16. 変貌するアメリカの学校教育
―New York, Wisconsin, Michigan, Alabama―

17. Integrating the Internet into Language Teaching

―Video Listening, Web-site Reading, E-mail

Writing and Giving Presentation―

18. ヨーロッパ連合（EU）における外国語教育政策と
異文化間コミュニケーション

　―ベルギーの外国語教育―

19. Integrating the Internet into English Language

Teaching at the University in Japan

20. EU（ヨーロッパ連合）における言語政策の研究

　―ギリシアの外国語教育―

21. EU（ヨーロッパ連合）の言語教育におけるポート
フォリオの研究

　―フランスの外国語教育の現状―

単著 平成10年 1月 『外語研紀要』第 25号　愛知大学外国語

研究室

単著 平成10年 2月 『文学論叢』第 116巻　愛知大学文学会

単著 平成10年 3月 『国際問題研究所紀要』第109号　愛知大

学国際問題研究所

単著 平成10年12月 『国際問題研究所紀要創立 50周年記念

号』第 110号　愛知大学国際問題研究所

単著 平成11年 3月 『外語研紀要』第 27号　愛知大学外国語

研究室

単著 平成11年 3月 『FOCUS』第16号　愛知大学英米文学会

単著 平成11年12月 『文学論叢』第 120輯　愛知大学文学会

単著 平成12年 2月 『言語と文化』第2号　愛知大学語学教育

研究室

単著 平成12年12月 『国際問題研究所紀要』第114号　愛知大

学国際問題研究所

単著 平成14年10月 “The Proceedings of the 1st International

Conference on Multimedia Language Edu-

cation, 2002 KAMALL, Seoul, Korea”

単著 平成15年 2月 『言語と文化』第8号　愛知大学語学教育

研究室紀要

単著 平成15年 8月 『言語と文化』第9号　愛知大学語学教育

研究室紀要



22. イングランドの外国語教育・国家戦略
―The National Languages Strategy for England―

23. A Study on the European Language Portfolio As an

Instrument for Enhancing Autonomy and Motivation

（その他）

1 .「先端マルチメディア教育システム」 LL機器利用に
よる授業

―Listening Comprehensionから発信型の英語表

現へ―

2 . ポーランドの教育改革：歴史の遺産と未来への挑戦
　―2000年へ向けての英語教育―

3 . 英語のコミュニケーション

4 . フィンランドの文化と言語

5 . EUの語学教育「ヨーロッパ言語年 2001」

6 . ベルギーの言語と文化

7 . ギリシアの言語と文化

8 . EU：フランスの語学教育
　―リセ・インターナショナル訪問記―

9 . イングランドにおける語学教育の動向
　―「21世紀国家戦略」―

10. 世界の大学図書館訪問

　アイルランド・トリニティカレッジ

11. 世界の大学図書館訪問
　フィンランド・ヘルシンキ大学

単著 平成16年 1月 『言語と文化』第 10号　愛知大学語学教

育研究室紀要

平成16年 2月 『文明 21』第12号　愛知大学国際コミュ

ニケーション学会紀要

共著 平成 7年 語学ラボラトリー学会（LLA）全国研究

大会VTR収録

単著 平成 9年 5月 「JACET」『大学英語教育学会紀要』第4号

単著 平成11年 7月 『語研ニュース』No.1　愛知大学名古屋語

学教育研究室

単著 平成12年 1月 『語研ニュース』No.2　愛知大学名古屋語

学教育研究室

単著 平成13年 7月 『語研ニュース』No.5　愛知大学名古屋語

学教育研究室

単著 平成14年 7月 『語研ニュース』No.7　愛知大学名古屋語

学教育研究室

単著 平成15年 2月 『語研ニュース』No.8　愛知大学名古屋語

学教育研究室

単著 平成15年 7月 『語研ニュース』No.9　愛知大学名古屋語

学教育研究室

単著 平成16年 1月 『語研ニュース』No.10　愛知大学名古屋

語学教育研究室

単著 平成13年 7月 『韋編』23号　愛知大学図書館報

単著 平成13年12月 『韋編』24号　愛知大学図書館報

著書，学術論文等の名称 単著・
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◆経　　歴

1933年 5月 東京で生まれる

1957年 3月 東京大学文学部社会学科卒業

1957年 4月 中部日本放送に入社，主として報道記者の仕事に従事（報道局次長職）

1993年 5月 同社を定年退職

愛知大学法学部二部（マスコミと法），同短期大学部（マスコミュニ

ケーション），名古屋市立大学人文社会学部（情報社会とマスコミ・情

報社会論）などで非常勤講師

1998年 4月 愛知大学法学部教授（特任）に就任（日本語・マスコミ論関連）

2002年 4月 国際コミュニケーション研究科併任（日本語語コミュニケーション研

究）

大西五郎教授



（著書）

1 . メディア・リテラシーの現場から

（主な論文）

1 . 視聴率から見た視聴者の動向

2 . 着実に強まる視聴者のドキュメンタリー志向

3 . 参議院愛知選挙区補欠選挙のマスコミ報道

4 . 東海三県の情報公開条例実施状況

5 . 話し言葉と書き言葉の相互関係

（主な発表）

1 . 大学生のテレビ視聴状況

2 . 名古屋財界五摂家と尾張藩の関係

3 . テレビ視聴率に見る天皇代替わりと国民

4 . プロ野球ナイターテレビ中継の視聴率に見る名
古屋地区の特性

5 . 東海三県の女性が放送局に対して抱くイメージ

6 . メディア言語の変遷と最近の特徴

（講演）

1 . マスコミから見えてくること，見えてこないこと

2 . 書き言葉のニュースと話し言葉のニュース

3 . 映画市民ケーンの背景・アメリカジャーナリズ
ム発達史

4 . マスコミと精神文化の状況

5 . 総選挙の結果で国民は何を示したか

6 . メディア規制三法案の問題点（パネリスト）

7 . マスコミが伝えること，伝えないこと

共著 平成13年 4月 風媒社

昭和60年 4月 朝日新聞（4回連載）

昭和63年 2月 月刊民法 200号

平成 7年 2月 愛知大学法経論集 137号

平成12年12月 愛知大学法経論集 154号

共著 平成15年 2月 愛知大学語学研室「言語と文化」35号

昭和63年10月 JNN編成会議

昭和64年 2月 東海社会学研究会

平成 3年 1月 東海社会学研究会総会

平成 4年 2月 JNN編成会議

平成 5年 3月 JNN編成会議

平成14年11月 公開講座「言語」

平成 3年 7月 あいちユネスコ友の会総会

平成12年 1月 名古屋YWCA

平成12年 2月 映画を楽しむ会

平成12年 2月 名古屋市昭和生涯学習センター

平成12年 7月 あいち・いずみの会総会

平成14年11月 全解連全国大会

平成14年11月 桑名市大山田公民館家庭学級

著書，学術論文等の名称 単著・
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◆経　　歴

昭和 35年12月 YBU（良き牧者の運動）本部（翻訳・英会話教授）（昭和43年12月まで）

昭和44年 1月 BEC（ビジネス イングリッシュ コンサルテーション）サービス（翻訳）

（昭和 44年 12月）

昭和47年 4月 八事インターナショナル ランゲージスタジオ（英語科・日本語科主任教師）

（昭和 51年 12月まで）

昭和52年 4月 河合塾学園専門学校外国語学科講師（英語教育担当）（平成10年3月まで）

昭和56年10月 名古屋大学留学生センター非常勤講師（日本語教育担当）（平成9年3月まで）

昭和61年 4月 河合塾学園専門学校日本語教師養成科講師（平成 10年 3月まで）

平成 2 年 4月 愛知教育大学非常勤講師（日本語教育担当）（平成 4年 3月まで）

平成 3 年 6月 米国バーモント州ミドルベリー大学夏期日本語学校講師（平成3年8月まで）

平成 6 年 2月 愛知教育大学非常勤講師（日本語教育研究担当）（平成 11年 3月まで）

平成 6 年 4月 日本福祉大学非常勤講師（インターナショナルプレゼンテーション担当）

（現在に至る）

平成 9 年 4月 布池外語専門学校講師（英語教育担当）（平成 10年 3月まで）

平成 9 年 4月 岐阜聖徳学園大学非常勤講師（日本語教育担当）（平成 13年 3月まで）

平成10年 4月 愛知大学経済学部教授（日本語学・日本語教育担当）

田中衞子教授



（著書）

1 . 心から心へ（Psychological Encounter）

2 . 感情の波（Feeling And What to do with Them）

3 . 教育は 0歳から（Preschool Education）

4 . A Course in Modern Japanese Vol. I

5 . A Course in Modern Japanese Vol. II

6 . 京都・大阪とその周辺―日本事情シリーズ―

7 . 現代日本語コース中級Ⅰ（A Course in Modern

Japanese Vol. III）

8 . 外国人のための進学ガイド

9 . 現代日本語コース中級Ⅱ（A Course in Modern

Japanese Vol. IV）

10. 日本語学習　英日辞典（The English-Nihongo

Dictionary）

（学術論文）

1 . 日本語教育における視聴覚教材使用について

2 .「～と思う」の意味・用法

　―英語と対照させ―

3 .「～と思う」の意味・用法（2）

　―英語との対照において―

4 . 日本語研修コース修了試験作成の試み

5 .「複合動詞」

　―日本語学習者の教育項目として―

6 . 日本語学習者への作文指導

　―上級者向け講座における実践―

7 .「見える」の用法についての考察

　―日本語教育の視点から―

8 . 類義複合動詞の用法一考

　―日本語教育の視点から―

（その他）

1 .「外国人日本語学習者用母語別学習辞典」基礎
原稿

単著 昭和44年 5月 BECサービス（BEC教育シリーズ 2）

共著 昭和44年 8月 BECサービス（BEC教育シリーズ 4）

単著 昭和44年12月 BECサービス（BEC教育シリーズ 6）

共著 昭和58年10月 名古屋大学出版会

共著 昭和58年10月 名古屋大学出版会

共著 昭和59年 2月 日本語教育学会（凡人社）

共著 昭和63年10月 名古屋大学出版会

共著 平成元年 9月 （株）アルク

平成 2年 1月 名古屋大学出版会

共著 平成 9年 4月 講談社

共著 昭和60年12月 『教育工学論文集Vol. Ⅷ』（計測自動制御学

会教育工学研究委員会）

単著 平成 2年 3月 名古屋大学日本語学科　日本語教育論集（1）

単著 平成 3年 6月 名古屋大学日本語学科　日本語教育論集（2）

共著 平成 3年11月 日本語教育 75号　日本語教育学会

単著 平成 8年 9月 名古屋大学　日本語・日本文化論集　第4号

単著 平成 9年 9月 名古屋大学　日本語・日本文化論集　第5号

単著 平成11年 9月 愛知大学語学教育研究室紀要『言語と文化』

第 1号

単著 平成15年12月 愛知大学語学教育研究室紀要『言語と文化』

第 10号

共著 昭和53年～昭和57年（執筆年）　 国立国語研究所

著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

教 育 研 究 業 績 書
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